
 

学習プログラムの説明 

参加者の人権意識を高めるポイント 

インターネットを介して起こるトラブルの一事例から、インターネットは使う側の意識次第

で人権侵害につながる危険性があることに気付き、ネット社会に生きるこどもたちを被害者や

加害者にさせないために、私たち大人ができることは何かを考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 時間 40 分 準備物 
主催者 

資料①②③  付箋紙（75×75mm） 水性ペン  
台紙(A3 用紙、模造紙、ポスターの裏紙の再利用も可)  
ファシリテーターの声かけ例（留意点） 

参加者 筆記用具 

導 

入 

１ アイスブレーキング：インターネットの話題で自己紹介する 【５分】                                                    

（１）自己紹介と併せて、日頃よく使うアプリやよく見る動画について話す。 

（２）インターネットの便利さ、良さについて資料１で確認する。 

展 
 

 

開 
２ メインアクティビティ：エピソードを読み、大人としてどのように行動したらよいか考える 【25 分】               

（１）資料２：エピソードを読んで問題と感じることについて、 

各自で付箋紙１枚につき一つずつ書き出す。（５分） 

（２）書き出した付箋紙の内容をグループ内で発表しながら、二つの 

カテゴリー、「使い方・ルール・知識」と「心・人権意識」に分

類（台紙のページを使用）して、内容の近いものをまとめて台紙

に貼る。（10 分） 

（３）エピソードから、なぜこどもたちがインターネット上でのトラ 

ブルに巻き込まれやすいのか、その要因について、「心・人権意

識」の面からグループで話し合う。（10 分） 

ま 

と 

め  

3  ふりかえり  【10 分】                                                                          

（１）こどもたちが人権侵害の被害者にも加害者にもならないよう、私たち大人ができることや 

気を付けなければならないことについて、グループで話し合う。（５分） 

（２）グループで話し合ったことを全体で共有する。（３分） 

（３）資料３を読む。（２分） 

（人権課題） 

インターネットによる

人権侵害 
 
  

 

インターネットの普及により生活が便利になった一方で、こどもたちが人権侵害を受けるト

ラブルも発生しています。こどもたちがインターネット上の人権侵害の被害者にも加害者にも

ならないよう、大人ができることを考えるプログラムです。日常の身近なエピソードから、登場

人物の言動について参加者同士で語り合う中で、人権問題を正しく理解し、その対応について考

えます。公民館講座やこども会・育成会指導者研修、PTA・教職員研修などで活用できます。 

ねらい 

大人ができることって？ 
～ネット社会に生きるこどもたちのために～ 

エピソードをもとに人権侵害が起きやすい主な要因を考えることをとおして、ネットの向こ

う側にいる相手への配慮やその人権を尊重しようとする心を育むことの大切さについて意識を

高めることが期待できます。 

【記入例】 



※「ネットリテラシー」･･･インターネット上の情報を適切に判断し、安全かつ効果的に利用する能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファシリテーターの声かけ例(留意点) 

導入(アイスブレーキング)  時間：５分 

（１）はじめにグループ内で順番に自己紹介をします。その際、あなたが日頃よく使うアプリやよ

く見る動画などについても紹介しましょう。（一人 30 秒～１分程度、全体で４分） 

（ファシリテーターが各グループで最初の人を指名） 

（２）（４分後）みなさんいかがでしたか？私たちの生活には、インターネットの情報がいつも身近 

にありますね。では、資料１を御覧ください。こちらにはインターネットの便利な使い方につ 

いて紹介されています（資料を見る時間を少しとる）。インターネットによって、私たちの生活 

はとても便利で快適になりましたね。しかし、資料にもあるように、自由な表現が尊重される 

一方で、守られるべき権利があることについても考えなければなりませんね。 

展開（メインアクティビティ） 時間：25 分 

（１）次に、資料２のエピソードを読みましょう。（１分後）読み終えたら、エピソードの内容、 

登場人物の言動などについて問題だと感じることを配付してある付箋紙に書いてください。 

付箋１枚につき一つ記入してください。時間は４分です。それでは始めてください。 

（２）（４分後）４分経ちましたので、グループ内で共有します。グループにある台紙を机の上に広 

げます。台紙の上の方に、二つのカテゴリー「使い方・ルール・知識」「心・人権意識」と書か 

れています（記入例参照）。グループ内で順番に、自分が付箋に書いたことを１枚ずつ発表しま 

す。その際、①二つのカテゴリーのいずれか当てはまる方へ、どちらにも当てはまるという場 

合は二つのカテゴリーの間に、②内容の近いものをまとまりにしながら貼りましょう。時間は 

８分です。 

（３）（８分後）エピソードのようなトラブルは、私たちの日常でも起こりやすい出来事ではないで 

しょうか。なぜインターネット上ではトラブルが起こりやすいのでしょう？「使い方・ルール・ 

知識」で出た問題を解決するためにネットリテラシー※を高めることも重要な課題ですが、本日 

は「心・人権意識」の面を深く考えていきたいと思います。「心・人権意識」で出された問題の 

まとまりを引き起こしている要因についてグループで話し合い、キーワードや簡単な文を、ま 

とめた付箋の近くに書いてみましょう。時間は８分です。 

（予想される意見：〔心・人権意識〕相手の気持ちを考えた言動が未熟、先を予想した行動が未

熟、友達の雰囲気に流されがち、大人自身の使い方の見直しが必要 等） 

（８分後）どんな意見が出たか、数グループに発表をしてもらいたいと思います。 

（発表後）みなさんの発表にもあったように、インターネットは便利ではありますが、危険も

隣り合わせにあります。まだまだ発達段階にあるこどもたちが、大人と同じインターネットを

利用するのですから、こどもたちの人権意識を高めるために周囲の大人の振る舞いがとても大

切になってくることも確認できたのではないでしょうか。 

 

まとめ・ふりかえり  時間：10 分 

（１）ここからふりかえりをします。私たちの身近にいるこどもたちが、人権侵害の被害者にも加 

害者にもならないよう、こどもたちの身近にいる大人としてできることや気を付けなければな 

らないことについて、先ほどのワークをもとにグループで話し合ってみましょう。（付箋を貼っ 

た台紙を見ながら考えてみるよう促してもよい）時間は５分です。 

（２）（５分後）グループで話し合ったことを全体で発表し合います。グループでどなたか１名が代 

表して、話し合った内容について簡単に発表してください。（残り時間によっては数グループの 

発表にする）（３分） 

（３）ありがとうございました。最後に資料３を見てください。今日はエピソードの事例から考え 

てみましたが、インターネットの人権侵害に関わる事例は様々です。ネット社会に生きるこど 

もたちが自分も相手も大切にした言動がとれるよう、私たち大人ができることから関わってい 

くことが大切なのではないでしょうか。また、私たち大人自身もインターネットの使い方を見 

直すことも重要です。今日のワークショップで考えたこと、気付いたことを、これからの生活 

で生かせるといいですね。（２分） 

 



補助教材・補助資料等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

公益財団法人人権教育啓発推進センター「あなたは大丈夫？考えよう！インターネットと人権」令和５年 



エピソード 

  ユウコさんは、ひまりさん（小学６年生）のお母さんです。家族で相談し、悩んだ末に

最近になってひまりさんにスマートフォンを持たせることにしました。 

  ある日、ユウコさんが仕事から帰ると、先に学校から帰って来ていたひまりさんが、

スマートフォンを持ったまま自分の部屋に閉じこもっています。夕飯の時間になって

も、部屋から出てきません。心配になったユウコさんは、ひまりさんの部屋の前から話

しかけました。 

 

母  ： 「ひまり、どうしたの？」 

ひまり ： 「・・・・・・別に、何でもないよ。」 

母  ： 「まったく、最近スマートフォンばっかり…。」 

ひまり ： 「うるさいなぁ、今、クラスのみんなとメッセージをやりとりしてるから忙しい

の！ほっといてよ。」 

母  ： 「今日はもうダメよ。こんなに長い時間、いったいどうしたの？」 

ひまり ： 「・・・えーと、あのね、私、この前のお祭りの写真をクラスのグループでやっ

ている SNS に送ったら、その写真の中に友達が変な顔で写っちゃってい

る写真が混ざってて、変な顔をみんなに見られた友達が、ショックで今日、

学校を休んじゃったんだ…。」 

母  ： 「えっ、大変じゃない！画像を送るときは注意してねって言ってあったよね？」 

ひまり ： 「だって、この前のお祭りで、みんなの家の人たちが撮ってくれた写真を誰

かがグループの SNS で送りはじめたから、私はお母さんからもらった写

真を送ってみただけだよ。 みんな、『いいね』って押してくれたし、お母さん

だって SNS にたくさん家族の写真載せてるでしょ。まさか、こんなことにな

るなんて思わなかったよ…。それに、意地悪するつもりで送ったわけじゃな

いもん。クラスのみんなも、普通はそんなの気にしないよ、大丈夫だよって

言ってるよ。」 

資料２ 



 

 

資料３ 

公益財団法人人権教育啓発推進センター「あなたは大丈夫？考えよう！インターネットと人権」令和５年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜拡大印刷用台紙＞ ※A3版以上に拡大印刷し、台紙として使用する場合に使用 

使
い
方
・
ル
ー
ル
・
知
識

 
心
・
人
権
意
識

 



 

 

心
・人
権
意
識

 

＜印刷用表示ラベル＞ ※印刷して文字の部分を切り取り、模造紙やポスター裏紙などに貼る場合に使用 


